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ＧＤＰと一人当たりＧＤＰ

• 1980年代は、実質ＧＤＰ成長率の方が、一人当たり実質ＧＤＰの伸びよりも高かったが、近
年は人口減少により逆転している。

１
（備考）内閣府「国民経済計算」をもとに作成。
（注）1994年度までは、2000年価格。1995年度以降は、2005年価格。
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